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オランダの農業と国家
柴田徳衛*
中西啓之紳
要約
16世紀から19世紀にわたり、西欧諸国に強大な封建制度が敷かれ、幾多の絶対王朝が君
臨した。その中でオランダは16世紀に入り商人を中心に民主的政治を強め、市民が自治平
等の立場で協力しあい、海面下を干拓し国土開発に努めた。 19世紀に入る頃農産物をめぐ
り、ナポレオン戦争等による食料危機を契機に、囲内農産物の保護をめざし、イギリスを
先頭に穀物条例が実施され、輸入穀物に高率関税が課された。結果として国内農産物が高
額に支えられ、農民特に地主は利益を得たが、労賃がその分高まるため産業資本家に負担
増となった。 19世紀中期(1846)同条例は英国で廃止され、同国経済は大きく発展した。
オランダはそれに学び、農産物のコストを下げ、むしろその輸出増を企てた。そのため、
耕地整理と規模拡大、能率向上に努め成果を挙げた。ドイツは反対で現在もその輸入が多
い。日本は長い鎖国と水田耕作で食糧をほぼ自給し、第二次大戦から1990年代初めまで、
各種補助金で米中心の農業保護に努めた。結果として農産物(特に米)の国際競争にさら
されず、伝統的零細集約(農家による労働力多量投下)耕作という国際的高コスト低能率
経営を続けて来た。農地価格のみ国際的に極めて高い水準となった。
他方戦後大都市を中心に都市化が急速に進むにつれ、土地の利用に合理的規制がないま
ま近郊農地が大量虫食い的に潰され、宅地や工場用地、道路などになった。零細農地が利
潤のための合理的経営よりむしろ生活、生存のための財産となるため、宅地化される際そ
の地価がさらに飛躍的 <f宅地なり」として反から坪単位で取引)に高まる。地価高騰のた
め、住宅建設費のより多くが宅地購入に吸収され、その面積がより零細となり、粗悪な小
住宅しか建てられなくなり、狭小過密住宅街が形成され、街路は狭く屈曲する。日本の都
市形成の背景を、西欧オランダの歴史や都市形成を例に探ろうとする。
*東京都立大学都市研究所客員教授
帥日本社会事業大学専門職大学院教授
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1.オランダの農業
1. 1 オランダ農業の先進性
現代オランダ農業の先進性を伝える以下のよう
な記事が最近出た 「雨量と風速、地表と地中の
温度・湿度などを計測するセンサーを備えた情報
t支術(IT)のかたまり『ウェザーステーションJ。
この簡易気象台11台が、ポテトチップスやスナッ
ク菓子の原料としてカルビーが使う年間20万トン
の北海道産ジャガイモを守る O
計測データはグループの馬鈴薯研究所(北海道
帯広市)経由でオランダのデーコム(エーメン市)
に転送。デーコムは即座に解析し、 r1時間以内の
水やりが効果的jr雨が上がって 3時間以内に農薬
を』などと返信。北海道の契約栽培農家に助言す
るO ジャガイモは収穫前の 1週間から10日間に適
切に肥料や水を与えるかどうかで生育が大きく変
わる。豊富な栽培データを持つ農業先進国オラン
ダならではの知恵で契約農家を支える。J(，日本経
済新聞J2004年1月11日)
種子の改良なども1970年代までは国内市場を対
象に進められていたが、 80年代に入ってから世界
市場への進出をめざして研究開発を進め、農芸化
学の研究成果もとり入れ花の栽培と新種の開発で
世界をリードするに至っているO
1. 2 世界農業における日本とオランダ
世界主要国の農業において、耕地単位面積(1
ヘクタール)当りの農産物価格(ドル表示)と、
農業従事者1人当りの年間生産額(同じくドル表
示)と二つの角度から見ると、それぞれがいかな
る特色を持っか。つまり、農地の生産性と農業従
事者の生産性において、各国がいかなる特色ない
し優劣を示しているか。ハーグ市におけるオラン
ダ農林水産省(我々が訪れた日に農業・自然・食
品安全省と看板が変えられていた 以下、農水省
と略称)の調査部から示されたデータは次のよう
だった。
耕地 1ヘクタール当りの農産物価格をドル表示
で1991年から 5年にわたりみると、オランダは極
めて高く、日本、デンマーク、タイ、インド、ス
ペインが続き、他方米国、ブラジル、オーストラ
リアは極めて低い値となる。
次に農業従事労働者(農民) 1人当りの生産額
を同じくみると、米国、オーストラリアは極めて
高く、オランダやデンマークがそれに続く。スペ
インやブラジルがそれに続き、日本、タイ、イン
ド、中国は極めて低い部位に属する。
すなわち、日本やタイ、インド、中国は極めて
集約的農業を行い、単位当り面積の収穫量は多い
のに対し、米国やオーストラリアは極めて粗放農
業の形であるが、農業労働者1人当りのあげる生
産額は極めて大きい。
具体的に見ると、米国の農業においてはアリゾ
ナ州、ワイオミング州、ニューメキシコ州のごと
きは 1経営当り平均農地面積は 1千ヘクタールを
大きく超え、少数の農業従事者が、時に軽飛行機
やヘリコブターを用いて種子や肥料を播き、巨大
なトラクターを用いて作物の刈取りを行う。単位
耕地面積当りの収穫高は低くとも、 1人当りの労
働生産性は極めて高し当。
これに対し日本(そしてインドやタイ)では限
られた狭小な農地に多量の労働を投じ収穫をあげ
るが、労働 1単位当りの収入は低い。中国やアフ
リカの農業もこれに準じる。
以上のような二つの傾向に対し、オランダやデ
ンマークの農業は、中規模の農地経営において高
い労働生産性をあげている。
ブラジルも広大な農地に農業経営を行うが、農
業従事者 1人当りのあげる生産性は日本と大差が
ない。
以上を要するに、オランダ農業は極めて能率の
よい経営を行っていると見られるが、これを国際
貿易における農産物の国外への輸出、国内への輸
入からその立場をみると、さらにこの点が明白と
なる。
1. 3 国際貿易における農産物
一国における農産物(食料)の輸出と輸入がど
のような比率を占めているか。前者が後者より比
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重が大きいほど、その国の輸出余力が大きく、国
内における食糧の国外依存度は低いことを示す。
世界の代表的な国におけるその輸出入額を1996
-97年度についてみると、図1のようになる。左
端に国別を示し、左側を輸出額、右側を輸入額と
し、それぞれ横軸の単位を10億ドルとして示す。
なお本図における農産物には、魚類と林産物は含
まれない。
農産物輸出額で一番大きい額を示すのは米国の
600億ドル余であり、次がフランスの400億ドルほ
どである。しかし両国とも輸入額も大きく、その
比重は輸出額に対し米国で3分の 2、フランスで
4分の 3ほどとなる。これに対しオランダは、農
産物の輸出額こそ350億ドルと 3番目であるが輸入
国名 輸出
米国
オランダ
フランス
オーストラリア
アルゼンチン
ブラジル
デンマーク
カナダ
マレーシア
スペイン
ベルギー ・ルクセンブルク
メキシコ
中国
香港
南アフリカ
イタリア
英国
ドイツ
日本
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注1)水産・林産物は除く，オランダは輸出総額の24%，同輸入の13%
2 )単位の額は10億ドル(1996・7年度)
額は200億ドル近くで、輸出総額の2分の 1ほどと
なる。そして輸入の主内容は畜産のための飼料と
いった輸出増加のための原料や、晴好品と言った
類が多く、国民生活の基本を守る食糧は、対外依
存度がおよそ低い。
図1において、こうしたオランダの姿と最も対
照的なのが日本である。日本は同図において輸出
も少額あるが(内容は魚介類の調製品で、魚介類
を含め2002年度で2437億円だ、った)、輸入額が圧倒
的に高く (2002年度で広義食料品として 5兆2234
億円と同年輸入総額の12.4%)、食糧の海外依存度
が極めて高い。すなわち米穀こそ凶作の年を別と
して自給の形をとるが、小麦や大豆のごときは自
給率が1割に満たない。こうして2000年における
輸入
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3)オランダ農業・自然・食品安全省農業経済研究所 (LEI)編 GrowingStrong， 2000年11月刊の10頁より
図1 国別農産物輸出入額
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食料自給率は、イタリア73%、イギリス74%、ド
イツ96%に対し(米国は125%、フランス132%)、
日本は僅か40%に過ぎない。
具体的には、日本は小麦の自給率が1割で2002
年にその輸入額は586万ドル、同とうもろこしの輸
入額1218万ドル等を示し、大豆も自給率は極端に
低い。日本は西欧の歴史にとり珍しい鎖国時代に
は、食糧は完全に自給自足を実現していたわけで
あるが、現在かくも対外依存度を大きくしてし
まった。
図1からみると、農産物の輸出額が4番目に大
きいのはドイツの約250億ドルであるが、同国のそ
の輸入額は400億ドルと対外依存度が大きい。具体
的には、穀類の自給度は高いが、豆類のそれは
11%、野菜類が同37%といった低さである。
日本が米など高い率の関税に守られでも、その
食料自給率全体が極めて低いことは、農産物価格
が一般に国際的にみて極めて高いこと、換言すれ
ば農業労働従事者の生産性が相対的に低いことを
示す。他方オランダは、その農業経営が中規模に
もかかわらず、農産物価格が国際競争にうち勝つ
低さにあること、その労働生産性が高いこと、技
術革新が進み、農産物にも高い付加価値をつけて
売出すなどの特色をみる。とりわけ花の栽培は、
その成果を世界に輸出していることで示される。
1. 4 農業の実態一経営規模
日本の農業の平均的な姿(現在は副業農家が主
となり、専業農家は少なくなったが)は、イメー
ジとして 1ヘクタールの水田の稲作を主とし、そ
の何分の 1かの面積の畑で野菜をつくり、耕作用
の牛か馬を l頭持つといった形を想像する。オラ
ンダでは農家が農作物について専門に分れ、それ
ぞれに特化している。まず農地の利用区分で水田
はなく(ヨーロッパも南へ行かないと水田は見当
らない)、牧草地(酪農で乳製品を主とするか、家
畜を飼い肉製品を得る)、畑地(ジャガイモ、玉ネ
ギ、サト一大根、小麦等)、園芸、熱帯系(タバコ、
コーヒ一、茶等だが輸入も大)、休耕地に分れる。
全体の農地面積は2001年で193万I千ヘクタールと
なるが、その内訳は表1のようであり、この面積
は過去50年間で、40万ヘクタール減少している。干
拓で農地も増えたはずだが、それ以上に都市化が
進んだためである O
表1 農地の利用面積 (2001年，千ヘクタール)
牧草地 993 
畑 地 798 
園芸用地 110 
休関地 30 
正口為 計 1，931 
出所:Statistical Yearbook of the Netherlands 2003より
現在1経営単位の耕地面積は幾らか。日本では
農家 1戸当り面積で販売農家(耕地面積30アール
以上か年販売価格50万円以上)が、 2002年1月現
在、北海道で16.88ヘクタール、都府県で1.23ヘク
タール、両者を平均すると1.64ヘクタールになる。
なお各経営耕地は、回、畑、樹園地、牧草地を合
わせたものとしての統計である。
米国では、上記の面積を各種合計すると、 1経
営当り 1997年において最大アリゾナ州の平均1，773
ヘクタールからロードアイランド州の30ヘクター
ルと大差があるが、これら全国を平均すると197ヘ
クタール(旧日本式表現だと 2百町歩弱)となる。
オランダではどうか。当地では2001年について
農耕地といっても 1経営当り穀物用畑地で、は7.3ヘ
クタール、牧草地で23.7ヘクタール、花井育成の
園芸用地では5.5ヘクタール等、その利用目的の特
化に応じ面積に大きな差をもつが、全体を平均す
れば20.8ヘクタールとなる。
単純比較をすればこの面積は、日本の12.7倍、
米国の10分の l近くとなるO
1. 5 オランダ農業の基本戦略
オランダの農水省で強調された同国農業政策の
基本は、はるか19世紀前期にさかのぼる穀物条例
Corn Lawの英国における制定と撤廃の論争、ある
いはリカードとマルサスの地代論争にさかのぼる
とのことであった。
はるか昔、柴田が学生時代に聞いた経済学説史
の古典的物語りが突然眼前に現れてきたのである。
趣旨は以下のようであった。 18世紀末にヨーロッ
パ大陸は、アメリカの独立、フランス革命、そし
柴田・中西.オランダの農業と国家 51 
てナポレオン戦争といった動乱に直面するととも
に、産業革命の進展・労働者階級の増大と都市人
口の急増を経験した。もちろん農村における囲込
み(エンクロージャー)運動で、中小資本家の出
現と土地を失い都会に出る貧困労働者の増大も経
験した。
当時勃興しつつあった新興国イギリスは、国内
の食料自給を確保し、穀物の価格を安定させるた
め1815年に穀物条例JComLawを制定し、圏外から
の安価な穀物輸入を禁止した。当時労働者の生活
費の56%は食料費(穀物価格)が占めるとされ、
国内穀物価格の騰貴・高止まりは、労働者の賃金
を引上げ、それだけ新興資本家(経営者)の利益
を圧迫した。しかしそれだけ園内農産物価格が高
ければ農業経営者、特に地代収入に依存する地主
の利益を高めることとなった。
地代の額は何できまり、労働者の賃金の決定要
因は何か等々をめぐり当時古典学派の代表ロパー
ト・マルサス (1766-1834)とデビッド・リカード
(1772-1823) との聞に価値論争があった。理論自
身は別として、政治的にはマルサスは農業特に地
主層の利益を代表し、リカードは新興資本家の利
益を代表したとみなされる。そしてこうした新興
産業家層と労働者たちは、英国産業の発展を求め
て1838年に反穀物法運動AntiCom Law Movement 
を起し、ついに1846年に同法の廃止をみた。これ
を契機に英国の産業活動は本格的に発展し、世界
を制覇する大英帝国を樹立した。
この穀物法をめぐり、ヨーロッパ諸国はいかに
対応したか。オランダは英国に追随し、国外の安
価な食料品の輸入に門戸を解放し、労働者賃金の
引下げ、産業発展の道を求めるとともに、農業生
産物の国際競争力の強化に乗り出し、ついに図 1
で示したようなその輸出拡大の成果を今にみるの
である。いわば英国のリカード派にオランダ農業
政策は同調し、以後伝統的に国際競争の波に乗り、
高品質(加工等による高付加価値) ・低価格を第
ーとして、先の図 1のような相対的農業輸出国
(輸入は飼料など輸出のための原料)としてあり続
けたのである。結果として単位面積当り収穫価格
が高い集約型農業で、農業従事者1人当りの能率
も極めて高い(デンマーク、米国、オーストラリ
アに 1991年~95年レベルと同じに並ぶ)のである O
これと対照的なのがドイツであった。オランダ
農業が穀物条例をめぐる論争でリカード派に乗り、
以後農産物の輸入自由化を進め、実際は国際競争
(といっても当時は主にヨーロッパ圏内が中心で
あったが)に打ち勝ち、農産物の輸出とそのため
の生産性向上、コスト切下げの努力をした。これ
に対し、 ドイツはいわばマルサス派に乗った。国
外の安い農産物の輸入をむしろ阻止し、囲内農業
の保護をはかった。オランダ農水省の説明によれ
ば、そうしたドイツの伝統がその後続き、現在も
先の図1が示すようにその輸入額は日本より多く、
輸入額と輸出額との比率は日本ほどではないにせ
よ、ほほ2対1となっている。
こうした点で、日本の農業はどうだ、ったか、ま
た現在どうなっているか。先の米国独立、フラン
ス革命、そしてナポレオン戦争といったヨーロッ
パ(そして世界)の動乱期に、食糧供給をめぐっ
てもヨーロヅパに波i闘が大きかった時、日本は鎖
国時代を続けていたのであり、欧米諸国では考え
られない農産物の孤立国であった。もちろん江戸
の後期に入るや飢鍾が頻発し農産物特に米の需要
は高まり、相場の高騰や打ちこわしの暴動がくり
かえされた。しかし国外からの供給は考えられな
かった。江戸末期になり生系の輸出が盛んとなり、
外貨獲得の主要手段となったが、食糧としての農
業問題とは次元を異にしていた。江戸期における
輸入としては、長崎からのオランダ貿易として、
葡萄酒や熱帯地方の香辛料はあったが、それは将
軍・大名向けの珍奇な晴好品に止まった。
明治期以後も生糸は外貨獲得の重要な手段であ
り続けたし、冷害などに際し朝鮮や台湾からいわ
ゆる外米の輸入はあったが、食糧をめぐる国際競
争、特にその日本からの輸出という視点は一般に
小さいまま第二次大戦に入った。
第二次大戦後、米の配給制度と食糧増産運動、
そして米価統制といった時代を経たが、その後は
主食をめぐる米生産の保護を中心とするかつての
援夷運動的色彩の農業政策が続いてきたのではな
いか。
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戦前1934年~36年平均における日本の貿易にお
いて、輸入額の大部分57.6%は繊維原料が占め、
食料品としては大豆が2.1%を占めていた。そして
輸出においては、その総額24.6億円のうち食料品
関係として魚介類が2.9%を占めていた。
戦後、最近の2002年における輸入額42兆2，275億
円のうち12.4%が食料品であり、肉類、魚介類、
小麦、とうもろこし、果実、野菜等がその主内容
を占める。
H本の農産物をいかに国際価格に比して安価と
なし、自由貿易下でも食料自給率を高めるかが、
今後の重要課題であり、オランダに学ぶところが
多い。
1. 6 土地政策
リカードの経済理論以来オランダ農業は前言し
たように少くとも当初はヨーロッパ諸国内で、そ
して最近は広く国際的に生産性を高めコストを下
げ、輸出競争力を高めようと努めてきた。そのた
め、農地を経営ごとにできるだけ 1ヶ所に集約さ
せ、その一団地(一筆)を短冊型(長方形)とし
大型耕作機で能率的に作業できるようにした。
日本の場合は残念ながら、 1経営当りの耕地面
積が小さいのみならず、その農地が実際は幾つも
のさらに零細な耕地に分散し、錯綜した形で保有
されている。従って耕作単位が極めて零細なため、
近代的農機具も能率をあげる余地が低い。大型ト
ラクターは広大な土地なら能率をあげられるが、
零細な耕地ではその余地がなくなり、単位当りの
耕作コストは割高となるし、耕作のための機具を
錯綜分散した農地を何ヶ所も移動し稼動させる浪
費も日本農業では大きくなる。
同じ農業における土地所有の形において、オラ
ンダと日本に優劣の差が出てきた歴史的背景に、
日本では江戸時代以来(さらには稲作の始まった
2千年以来)、狭い国土(山地がさらにその 3分の
2を占め耕作しうる耕地は残る 3分の1)に多く
の国民(農民)が住み、そこに地主、小作等の権
利関係が文字通り錯綜し、零細な耕地がさらに分
散する不幸な結果を生じてしまった。
この点オランダは、国土が極めて平坦な上、大
規模な面積にわたる海面、沼地を豊かな商人資本
の力などで干拓し、かなり合理的に農地の耕作単
位を作ることができたといった背景を述べねばな
るまい。しかしそのオランダでも、耕作にさらに
便利なような農地の調整には努め、例えば土地統
合法 (LandConsolidation Act)を早く 1924年に作
り、以後、日本の耕地整理に当る事業をくりかえ
し、経営規模の単位面積も技術改革に伴い逐次拡
大させている。
さらに注目すべきは、広く国際的立場からオラ
ンダ経済の将来計画を長期視点で立て、広義の計
画下で、土地 (1996年で総面積338万ヘクタール)
のうち、農業用に69.4%、緑地用に16.0%(内訳森
林9.5%、自然4.1%、レクリエーション2.4%)、都
市用等に15%(内訳住宅用に6.6%、その他の建物
2.8%、交通関係4.0%、その他1.1%)と膨大綴密
な計算の結果を出し、この比率を長期視点で厳守
しようとしている。日本も確かに全国総合計画
(昭和37年)をはじめ、第2次、第3次・・・と練
り直されてきたが、農地や山林の用地を厳格に保
護する姿勢は薄かったと言わざるをえない。そし
て貴重な農地や山林が、大企業の工場用地や都市
の不動産投機資本に次々と近視眼的立場から蚕喰
されてしまった。
日本の農業は経営単位が零細なため、専業農家
が少なくなり、オランダのごとく酪農、穀物、園
芸といった専門化も進まず、副業農家、日曜農家
が多くなり、生産性向上とコスト低減が困難とな
り、誇張すれば古代から江戸時代さらに1960年代
までは考意せずにすんだ国際競争の波が、以後海
外から押し寄せ、 WTOなどを通ずる海外低価格農
産物の外圧が日増しに強く日本の農業に押し寄せ
ている。いわばリカード派に対し、日本はマルサ
ス派できた形である O そして従来外圧に対して、
ひたすら嬢夷論で高率関税で自国を守る道を歩ん
できたといえよう。
さらに事態を悪くしているのは、近代的経営に
よる農業のコスト計算によらず、一家が生計を維
持するための零細農業であることから(事実はさ
らに複雑な要因が加わり)、農地価格が国際的にも
異常に高価となり、零細に分散する農地を大きく
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合理的に統合することが異常に困難となっている。
事態は悪循環に入札その過程で、農村では耕作
者の高令化、若者の村外流出と嫁飢鐘、過疎地の
広がりと耕作放棄等が進んでいる。
オランダを参考としながら、日本農業の国際競
争力を増強させることが、喫緊の重要事と思われ
るO
2.オランダと江戸時代
2. 1 オランダと江戸幕府の遭遇
江戸時代約250年聞を通じて取られた「鎖国政策j
-それは欧米諸国の長い歴史を通じても全く例を
みないものであった。ただその先進海外に完全に
窓を閉じた時、唯一小さな窓というより、むしろ
小穴を聞け光を差しこんでもらった相手がオラン
ダであった。
何時から江戸時代が始まったか。定義にもよろ
うが、現実の政治勢力からみれば「天下分け目の
関ヶ原合戦」に勝利した時、つまり 1600年となろ
う。そのまさに1600年の 4月に、文字通り万里の
波譲にもまれ、九死に一生を得た形でオランダか
ら九州の豊後に来た(むしろ漂着した)のがリー
フデ号である。
オランダは、第二項で触れるように16世紀中頃
までスペイン国王の圧制下にあったが、北部の州
を中心に独立の闘争を続け、 1579年にユトレヒト
同盟を結成し81年にスペインからの休戦独立を宣
言するとともに西インド諸島そしてアジアへの航
海そして貿易活動を始め1602年に東インド会社を
設立した。その一環としてデ・リーフデ号等 5隻
の船団が1598年にオランダを西にむけ出航し、風
波のけわしいマゼラン海峡をこえて太平洋を東北
に航行した。「デ・リーフデ」とは「神の慈愛」の
意であり、他の 4船には希望、信仰、信義といっ
たオランダ名がそれぞれつけられていた。しかし
当時マゼラン海峡を抜け風波の激しい太平洋を航
行するのは大きな冒険であり、途中食糧が尽きオ
ランダにもどる船があったり、インドネシアで殺
されたり、難破したりして、日本まで漂着できた
のはリーフデ号のみであった。しかも110人いた乗
組員で生存は24人しかいなかった。
ともあれオランダからの珍客というわけで、徳
川家康はこれに関心を寄せ、生存し歩行できた航
海士のウィリアム・アダムス(英国人だがオラン
ダに雇われる)とヤン・ヨーステンの 2人を好遇
し、西欧のニュースや知識を吸収した。アダムス
は三浦に250石の領地をもらい、水先案内人に当る
日本名三浦按針となり、ヤン・ヨーステンは屋敷
をもらい、その地が東京駅東側の八重洲となって
いる O
きて現在の足利一帯に広く「カテキ様信仰J-
かてきそんじゃ
正式には化秋尊者信仰なるものがある。江戸時代
からの言い伝えで、カテキ様の像を拝むと霊験あ
らかたで、病気が治ったり、好いことがあるとい
うのである。この像こそ、オランダから荒波をこ
えて大分湾に漂着した上記リーフデ号の船首にマ
スコットのように飾られていた「エラスムスJの
木像である。
オランダのロッテルダム出身のデジデリウス・
エラスムス(1466頃-1536)は、 16世紀の初頭に
ヒューマニズムの先頭に立ち、既存の修道院制度
やスコラ哲学を批判し、名著『愚神礼讃j(1511) 
を残している。本書は王侯貴族や教皇の権威を瑚
笑い、この世の愚者こそ神の前では英知ある人と
し、宗教改革の口火を切った。そしてこの人の木
像が、オランダから海の荒波を長期間受け、一種
の霊気を帯びて封建制がきびしい江戸時代の当初
に日本に入り、いかなる経緯か現在佐野市上羽田
町にある龍江院に国の重要文化財として納められ
ている。そして中国で船の創造者といわれる化放
(カテキ)になぞらえられ崇められている。不思議
な因縁である。
話は、当初にもどるが、リーフデ号が九州に漂
着し、家康が同船に関心を示し、船長カーケルナッ
クに通商許可状を与えた。船長はその後苦労の上、
1605年にタイのパタニにあるオランダ東インド会
社の貿易基地にたどり着き、同会社は1609年平戸
にオランダ商館を設けることができた。
1600年以後、徳川家康そして秀忠は、創業の主
として江戸幕府の政権確立に努めた。そして、海
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外からの侵略を恐れ、キリスト教(特にスペイン
系)の弾圧が始まったが、オランダのみは新教で
日本征服の憂いはないと、平戸の商館で1609年か
ら日本との貿易が開始された。三代家光将軍とそ
の側近松平信綱の時代の1632年に入るや、その傾
向が強化され1635年に参勤交代の制とキリシタン
の禁令の両者が厳格化された。そうした圧制に対
し37年末に島原の乱が起り、幕府側の将だ、った板
倉重昌の戦死という事態に至ったが、松平信網が
自ら総大将となり、オランダ船が海上から大砲を
もって幕府の攻撃を援護したため、 38年に入り天
草の城は落ち、続いてポルトガル来航は禁止され、
鎖国制度が完成した。つまり海外貿易は幕府が独
占するとともに、江戸幕府つまり日本に対しオラ
ンダがここで西欧におけるその唯一の相手国と
なった。そしてその日本側窓口として平戸から
1641年に長崎の出島に和蘭商館が設置され、商館
長として、いわゆるカピタンや従者、医者等オラ
ンダを代表する形で駐在した。
草創期における幕府の主な関心は、いかに従来
の首都そして天皇のいる京都に対し、江戸幕府の
権威やその威光を高めるかにあり、そのため鎖国
が完成し、参勤交代制に譜代大名まで含め、 1634
年からは、日光東照宮の大建設事業が開始されて
いる (45年に本格的完成)0 
オランダはまさにこの頃国勢が世界にむけ興隆
する時であり、その外交の一端として1643年にこ
の日光東照宮の一番華麗な中心である陽明門の入
口に左右一対の大回転燈龍を寄進し、日本(幕府)
の注目をひかせている。
日蘭の本格的交流の始まりである O さてこの
1630年代、 40年代にオランダは世界史上どんな姿
であったか。
2. 2 オランダの黄金時代
後に述べるように、当時のオランダは、まさに
世界史上その文化芸術に輝いた時である。前言し
たごとくそれより前人文主義者エラスムスが前に
ふれたように「愚神礼讃」等を通じ、カトリック
の旧弊を鋭くついた。こうして他の西欧諸国と違
い、王や貴族の支配する政治を持たず、商人層の
民主的運営で政治が進められ、世界を相手とする
国際貿易が進められ(ここから自然法と国際法の
父といわれるグロチウス(1583-1645)が17世紀に
入り活躍)、さらに絵画の面で有名なレンブラント
(1606-69)が1632年に集団肖像画(当時一般の月
像画は特定の王侯・貴族やその家族を対象にした
のに対し、一般市民を対象として画く)としての
「ニコラス・チュルプ博士の解剖学講議」により画
壇にデビューし、続いて42年に光と影の傑作「夜
警J(日本でこう紹介されるが、正式には「市民自
衛隊に出動を命じるコック隊長」というべきであ
ろう)を画き、市民自警団がまさに域内自警に出
動する緊張の瞬間を、光と影の交錯から画き出す。
レンプラントより少しく後に生れたフェルメー
ル (1632-1675)は、長くデルフトに住みつつ、王
侯貴族ならぬデルフトの日常風景や、平凡な牛乳
を注ぐ女性、普通の室内風景を画きつつ、そこに
深い人間性を見出す。
こうした美術を生み出す豊かな商人層をつくる
経済的根底には、先にオランダ東インド会社の設
立にふれたように、広く外洋への進出と富の輸入
をあげねばならない。後述のタスマニヤ諸島や
ニュージーランド発見のヤンソーン・タスマン
(1603-50)、北極海の一部パレンツ海発見のウイレ
ム・パレンツ(1550-1627)、ニューヨーク市のハ
ドソン河、そしてマンハッタン発見のヘンリイ・
ハドソン(1565-1611)等は皆偉大な存在である。
またこうした海外交流を秩序立てる国際法の父
フーゴー・グロチウス(1583-1645)による著書
「戦争と平和の法」、土星の環を発見し、振子時計
を製作し、光の波動説やホイヘンスの原理を唱え
たホイヘンス(1629-95)、清貧な生活から澄んだ
倫理哲学「エチカ」を残したパルフ・デ・スピノ
ザ等々は、いずれも世界史に輝く 17世紀の人材で
あった。
そうした輝くオランダの文化・芸術の光が長崎
出島から鎖国の日本に差し込んだのである。江戸
時代の人々が眼にしたのは異国のカピタンであり、
蘭学の医師であったが、それら個人の背景に上記
のようなオランダの大きな光があったのである。
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2. 3 蘭学の日本輪入 開国の準備
オランダ人は出島に閉じこめられ、一般の日本
人との交流は禁じられていた。しかし東インド会
社の医師、あるいは商館長カピタンの将軍持謁の
ための江戸参府等から、一条の光は除々に影響を
拡げてきた O また反対に鎖国日本の事情がヨー
ロッパに報らされ始めた。
日本に1690年と早く来日し、西欧医学を紹介し
たのは東インド会社の医師ケンベルであり、そう
した医学を1782年から85年にかけ長崎で学んだの
が華岡青洲(1785-1804)であった。彼は世界に先
んじて麻酔剤による乳癌手術に成功し、さらに従
来漢方による秘伝・秘密保持を排し、蘭学を公開
し、民主的討論の道を開いた。
本格的に西欧科学を日本にもたらすと同時に、
日本を広く西欧に紹介したのがドイツ人でオラン
ダ海軍少佐のシーボルトで、長崎商館の医師であ
ると同時に長崎近郊に鳴滝塾を開き多くの門人を
養成した。彼の来日は1823年と幕府後期であるが、
すでに吉宗将軍の時代、 1720年に洋書の禁が緩和
され、高野長英、伊東玄朴といった人材が向塾で
輩出した。シーボルトは、研究分野が広く日本動
物誌、同植物誌等を刊行している。
こうした蘭学の成果を広く吸収しながら、多く
の門人を養成したのが緒方洪庵であるO 彼は1836
年に長崎で学んだ後、 38年大阪に適塾を聞き、医
学から兵学まで教え、門人は一時612人に達し、村
田蔵六(大村益次郎)、橋本左内、福沢諭吉といっ
た明治維新の先達を輩出させている。
さらに幕末1857年にヨハネス・ボンベ(1829-
1908)が幕府に招かれ来日し、海軍伝翌所医官と
して翌年から松本良順、長与専斉、入沢恭平と
いった人材を養成した。彼が61年に設立した長崎
養成所なる病院は、単に医学普及の場のみでなく、
診療は先着順としたという。封建時代に、小作人
の伴でも武士の席の上に坐り診察を先に受けるの
で、当時としては驚天動地のことであり、文明開
化の鋒をすでに大きくならしたことになる。
松本良順の父佐藤泰然(1804-72)は、長崎留学
後日本初の私立病院順天堂を佐倉に聞き、 75年に
江戸湯島に移る。佐倉の藩医のみならず、兵制・
外交も進言した。ボンベの直弟子だった良純
( 1832-1907)は、後に将軍家茂・慶喜の侍医とな
り、さらに明治維新以後に、 73年初代軍医総監と
なり、市民に牛乳や海水浴などを勧めた。
明治維新後、学問の中心は福沢諭吉の提唱など
により蘭学から英米独仏等へ移った。しかし諭吉
自身前にふれたように長崎留学(1854年)から緒
方洪庵塾で蘭学を学び、その素養があったため軍
艦奉行木村揚津守の従者として海外渡航ができた
のである。ベストセラー「西洋事情JI学問のすす
め」が刊行できたのも、蘭学の素養があったから
である。
1853年にペリー黒船来航があって、普通は全く
聞にあった日本国中が驚いたとされるが、一般国
民はそうであっても、幕府の高官はすでに「オラ
ンダ風説書」などの報告を受け、世界の政治情勢
について相当の知識をもっていた。江戸幕府を通
じるオランダとの交流、蘭学の識者への普及の素
地がすでにあったため、日本は明治維新後におけ
る文明開化の波にスピードをもって乗れたのであ
る。
なお蘭学の流れからすれば極めて早期の1774年
に刊行された「解体新書」は、杉田玄白、前野良
沢らの苦心の鶴訳によるが、同時にその人体図の
銅版画を丹念に写実したのが秋田藩士小田野直武
である。彼は平賀源内 (1752年前後長崎に留学)
について蘭商やその遠近法を学んだ。先にレンプ
ラントが若く26才で「ニコラス・チュルプ博士の
解剖学講議」で人体(右腕)の精密解剖図を描写
し画壇に登場したように、小田野直武はこの江戸
期における解剖新書に一番必要な人体解剖の体内
を精密に描写したことにより名を残したのであり、
現在彼の生地秋田県角館にその記念碑が建立され
ているとともに、彼の蘭画の功を讃えるオランダ
公使の碑もある。
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3.オランダの都市と国家
3. 1 ハウテン市への訪問から
2001年8月6日、筆者の一人(中西)は、オラ
ンJダ、のハウテン (Houten)市を訪れた。岡市は、
自転車による町づくりで世界的に有名なところで
ある。当時、筆者はオランダ、のハーグに滞在して
いたのだが、たまたま北海道新聞の記者から「ハ
ウテンの町づくりを取材したい」という相談を受
けた。そこで筆者と記者と現地ガイドの 3人で同
市の視察に赴いた。
『オランダ統計年鑑j(Statistical Yearbook of 
the Netherlands， 2003)によると、ハウテン市の人
口は、 2002年 1月現在 3万8千人である。 2000年
1月の数値は 3万3千人であったから、この 2年
間に 5千人の人口が増大したことになる。日本人
の感覚では新興住宅地の高層マンションを思い浮
かべるかもしれないが、同市は、オランダ中部の
大都市ユトレヒト (Utrecht，人口26万 1千人)の
すぐ南に位置する、整然とした低層住宅が立ちな
らぶベッドタウンである O 市内の街路には車が1
台も走っていなかった。市内の内部交通はすべて
自転車で間に合わせている。岡市の交通の担当職
員が案内してくれて、われわれ3人は、駅前の貸
し自転車屋で自転車を借りて市内を横断してみた
が、 1台も走っている車にはお目にかかれなかっ
た。すべて市内の通行は歩行か自転車であるO も
ちろん車がないわけではない。駐車場には車が置
いてはあったが、市内を走っている車は全くない。
市役所で助役と交通担当の職員から話を聞いた。
戦前、この町はまだ小さく、戦後、急激に人口が
増大してきた。市街地の拡大に伴って、住宅を増
やしていかねばならない。そこでどのような町の
都市計画をたてるのか、町のデザインの基本的な
コンセプトが問われることになった。いろいろ論
議を重ねたすえに、車は町の周囲を走る環状の外
周道路(リング)を走らせることにし、町のなか
を車が通過しないように設計をした。従って車は
環状の外周道路から市内の駐車場に入るのみで
あって、町を通過することはない。町のなかを走
るのは自転車か歩行に限られる。
もちろん、このような町づくりをするについて
は、市民の間で時間をかけて論議を重ねた。この
論議は80年代から始まり、 6年聞かけて論議をし
たのち、第 1段階の町づくりに取りかかった。周
辺の環状の外周道路を建設し、市の内側に400戸程
度の住宅を建設した。内部を自転車で移動する道
路も建設された。 1993年に第 2段階に進んだ。リ
ングの内部に7000戸の住宅が建設され、内部の自
転車道もさらに整備された。リングから町の中へ
は一つの道を通って駐車場にしか入れなくなり、
車で町のなかに行くためには、リングを迂回して
いくしかなくなった。従って車で町のなかを移動
するには大変な時聞がかかることになった。車よ
りも自転車を使用する方がよほど便利である都市
をf乍りだしたのである。
ユトレヒトを走る鉄道が町を二分しているが完
全に高架になっており、その下を自転車がすいす
いと通行できるので、町がそれによって分断され
ることはない。市庁舎や鉄道の駅、商庖街がこの
鉄道の高架の下に作られており、その下に幅50メ
ートルほどの広い道路が作られている。道路の大
部分は自転車道にあてられており、通勤や通学、
家族連れなどの人々がさっそうと自転車で、走って
いた。駐車場からリングに出る車専用の道路は完
全に分離された幅数メートルの道路である。
約420ヘクタールの市街地は、延長 7キロの自動
車用の環状道路に間まれ、市街地は約40のエリア
に分かれていた。リングから車が入る道はエリア
ごとに 1本だけで速度抑制のためにジグザグに作
られており、その奥で必ず行き止まるようになっ
ている。従ってエリア問を車で行き来することは
できない。しかし自転車の道路は市街地の中心を
貫き、枝分かれして支線が走っている。自転車専
用道の延長は30キロもあり、すべての地域に自転
車で行くことができる O 町のいたるところに、公
園や魚の釣り場、その他の市の施設があるが、す
べて自転車でアクセスできる。環境や渋滞対策に
対しでも効果的であるうえに、交通事故も格段に
少なくなったという。岡市の助役が交通事故によ
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る死亡事故はここ数年ゼロといっていた。市街地
の南部にニュータウンを造成していたので、人口
が急速に増大しているにもかかわらず、交通事故
はおこりょうがない。もちろん市内で排ガスに悩
まされることもない(注(1))。
3. 2 地方自治と地方財政
このハウテンの町づくりを見て、オランダの地
方財政はどのようになっているのかと疑問を抱い
た。自転車専用道路が一般的に普及しているオラ
ンダのなかでも、これだけ徹底した自転車中心の
町づくりをした市は珍しい。その証拠に、ユトレ
ヒトに本部を置く「自転車利用組合」という会員
3万5000人のNPO組織があるが、その組織がハウ
テン市を自転車の利用を促進した模範的な市とし
て表彰したこともある。市の公式の計画にも「自
転車を優先する」と明文化しているのは、世界で
もハウテンだけだという。
環状道路を建設したり、自転車専用道路を建設
したり、鉄道を高架にさせたり、ニュータウンを
つくったりするのは日本と同じように、金もかか
るし、交渉も複雑であるにちがいない。それにも
かかわらずこのようなユニークな都市を実現して
いるからには、その財政構造はどうなっているか。
オランダの市町村の自主財源、が豊かであろうと
思われるかもしれないが、オランダの市町村の財
政を支えているのは、地方税(自主財源)ではな
く、日本の補助金にあたる「特定補助金J
(Specific grants，オランダ語では、 Specifieke
uitkeringen) と日本でいえば地方交付税交付金に
あたる「一般補助金J(General grant，オランダ語
では、 Algemeneuitkering)であるO 表2を参照
していただきたい。これは、 2003年度の予算にお
けるオランダの市町村の歳入の内訳である。
表2 オランダ市町村の財源 (2003年度予算)
額(百万ユー ロ) 割合(%)
1.使用料・手数料 2642 7.4 I 
2.地方税 3467 9.7 
3.一般補助金 13613 37.9 
4.特定補助金 16152 45.0 
出所・オランダ財務省の資料より
この表のなかの使用料・手数料にあたるものが
全体の財源の7.4%、地方税にあたるものは9.7%、
合わせて17.1%である。自主財源は 2割にもなら
ない。その財源のほとんどが中央政府から交付さ
れる特定補助金と一般補助金である。オランダに
おける地方税の主なものは不動産税であり、所得
税、法人税、消費税にあたるものは、すべて国税
として徴収されている O したがって都市、農村を
問わず、市町村の主な財源は全体の8割以上を占
める特定補助金と一般補助金によって賄われてい
る。
表3は、オランダにおける地方税の内訳を示し
たものであるが、不動産税が全体の収入のなかで
もっとも大きく46.8%を占めているO これは1998
年の資料であるが、現在でも基本的な変化はない。
不動産税には、個人の不動産占有者にかかるもの
と、法人および個人の所有者にかかるものとがあ
るが、おおむね日本の固定資産税に該当する。他
の諸税にもいろいろなものがあるが、犬を飼うと
きの免許税とか、ホテル税、下宿屋の税なども含
まれている。使用料・手数料のなかでは、ゴミの
収拾処理の手数料がかなりの割合になっている。
表3 オランダ地方税の内訳 (1998年度)
額(百万ギルダー ) 割合(%)
1.不動産税 4762 46.8 
2.他の諸税 265 2.6 
3.下水道使用料 1239 12.2 
4.ゴミ手数料 2444 24.0 
5.他の諸料金 1472 14.4 
6.合計 10182 100.0 
出所:Ministry of Finance. 198. The Hague 
注ギルダーは，為替レートでは約50円であるが実質的には
100円程度とみなされる。
オランダの地方自治の制度は、ナト!と市町村から
成り立っている O 州 (Province，オランダ語では
Provincie)は12あり、州議会と州参事会がおかれ
ている。州議会の議員は直接選挙で選出されるが、
州知事は中央政府によって任命される。市町村
(Municipality，オランダ語では、 Gemente)は約
500ほどあり、市議会、市評議会が設置されている。
市議会議員は直接選挙で選出されるが、市長は中
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央政府によって任命される形をとっている。こう
した制度を見る限り、われわれ日本人の感覚から
すれば、恐ろしく中央集権的な制度に思える。し
かしオランダの市町村行政を実際に調査すれば、
ハウテン市のように実にユニークで、生き生きと
した行政が行われている。財源が中央政府から交
付されるとしても、オランダの市町村の行政担当
者の感覚からすれば、いずれにしても国民の税金
であって、それを市町村が自由に使うのは当然と
思っている。日本のように「中央に依存」してい
るという感覚はない。
日本では分権改革がすすめられ、財政における
分権が論じられ、固と地方の税源の再配分が問題
にされている。しかしここオランダではそういう
議論はない。むしろ市町村の聞の財政格差がある
からには、中央政府が課税しそれを市町村に再配
分するのは当然と考えられている O 筆者は、日本
における財政の分権化に反対するわけではないが、
真の分権を確立するためには、単に財源の再配分
のみならず、総合的なデモクラシーが必要である
と考えている。オランダにおいては、中央政府、
州、市町村の協議、市町村の自主性の発揮の水準
は極めて高く、それがユニークな市町村の行政を
可能にしている。そのようなデモクラシーの高い
水準はいかにして形成されたのか。それは①自治
都市の歴史的伝統と市民革命、②産業革命と労働
運動、③歴史的な干拓という事業によるすぐれた
計調力と協同の伝統という三つの要素がからんで
いると思われるが、本稿では①の自治都市の歴史
的伝統と市民革命について日本と比較しつつ考察
してみたい。
3. 3 連邦共和国の形成
オランダの最盛期は17世紀といわれている。し
かし17世紀の繁栄に先立つて、スペインとの80年
にわたるオランダの諸都市の抵抗と勝利の歴史が
あった。現在のオランダを含む北海にそった低地
の地域を示すネーデルランド(現在のオランダの
正式の国名は英語で、は司leNe出erlands，オランダ
語では、 hetKoninkrijk der Nederlannden)では14
世紀以降、毛識物工業が発達すると同時に、活発
な商業・外国貿易が発達しつつあった。こうした
商工業が発達する地域においては、営利や蓄財を
肯定するプロテスタントの一派であるカルヴイニ
ズムの教義が急速に浸透した(注 (2)) 0
他方で16世紀から18世紀にかけて、「太陽の沈む
ことなき帝国jといわれたハプスブルク朝スペイ
ンは、今日のスペイン、南米、オーストリア、ハ
ンガリーなどを含む広大な領域を支配していた。
ただし当時のハプスブルク朝スペインの統治は各
領地の慣習や法を尊重し、多元性を容認するとい
う中世的な方法であり、中央集権的近代国家の支
配ではなかった。カルロス 1世が即位したのは、
1516年のことである。彼はその父フイリップが神
聖ローマ帝国の皇帝の息子であったので、母方の
祖父からはアラゴン領を、祖母からカスティー
リャと南米を、そして父方の祖父からは神聖ロー
マ帝国領を、父方の祖母からは、ネーデルランド、
フランドル(現在のベルギー西部)を引き継ぎ、
その領土が広大なものになった。ハプスブルク朝
スペインの国王カルロス 1世は、中世的な支配を
前提にしてではあるが、普遍的なキリスト教帝国、
すなわちカトリックを中心に世界を再編しようと
していた。ところが16世紀のヨーロッパでは、 ド
イツやオランダ、イギリスなどでプロテスタント
が政治や社会に重大な影響を与えつつあり、カル
ロスは、一方では1521年、ルターを召還して、カ
トリックとプロテスタントの和解を画策しようと
もした。しかしまた他方ではロッテルダムの人文
主義者エラスムスが合理的な内面の信仰を重視す
る思想を唱え、スペイン囲内の知識人がそれに共
感を示すようになるや、これらの知識人を異端審
問の対象にしたりするなどの動きを示した(注
(3) )。
1556年、カルロスの後、フェリーベ2世が王位
を継いだが、彼は父カルロスの方針を継承し、カ
トリックの擁護者を自認していた。彼はカトリッ
クの新たな司教区の設立や異端審問の導入などに
よりネーデルランド地方のプロテスタントの監視、
弾圧を強化しようとした。 1566年、カトリック教
会の焼き討ち事件がオランダの複数の都市で発生
するや、スペインはアルパ公爵を指揮官とする軍
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隊を派遣した。こうした動きに対して、オランダ
の諸都市の独立運動は一気に高まった。 1568年に
オラニエ侯ウイレムの指揮でオランダの諸都市は
スペイン軍との戦いを開始した(注 (2))。
この独立戦争は中世以来、商工業者が作りだし
てきた自治都市を中心とした壮絶な抵抗で、あった。
例えば、アムステルダムから20キロほどの地点に
ある都市・ナールデンの虐殺はその一つの典型で
あった。 1572年、スペインの軍隊がナールデンを
包囲したのに対して、市民達は城門を閉ざして抵
抗した。しかしスペイン軍は「城を開けても市民
を殺さないjといって踊し、城門を聞かせた。そ
の結果、市民は大量に虐殺された。ナールデンの
博物館の記録によると 3人しか生き残らず殆どの
市民は殺されたと書いてある。 72年以降、スペイ
ン軍は、ホラント州の中心都市、ハールレムも攻
撃した。現在でもハールレム市の市役所を訪れる
と、その一室には、当時の戦争の壁画が残されて
いる(注(4))。
ハールレムは力尽きて開城したが、ハーグに隣
接する自治都市ライデンでは、アイッセル川の堤
防の水門を聞き、水攻めでスペイン軍を撤退させ
た。こうしてオランダでは、 1576年、もっとも激
しく戦ったホラント州とゼーラント州の2州と未
だスペインの支配下にある諸州の聞に「へントの
平和jを成立させ、全ネーデルランドの統合と平
和を実現した。しかしこれに対して、フェリベ 2
世は、新執政パルマ公を派遣し、南部の有力貴族
を懐柔し、カトリックの擁護とスペインへの服従
をめざす南部地方の「アラス同盟」を結成させた。
これに対して抵抗を続ける北部7州(ホラント、
ゼーラント、ユトレヒト、ヘルデルラント、オー
フェルエイセル、フリースラント、フローニンゲ
ンー現在のオランダのかなりの地域を含む)とフ
ランデレンとブラパント(現在のベルギ一地方)
の諸都市は、 1579年に「ユトレヒト同盟jを締結
し、 1581年にスペイン軍と戦うこと、すなわち臣
従拒否の宣言をした。このときをもって「オラン
ダ共和国J(The Dutch Republic)の原型が構築さ
れた。その後の戦闘で、スペインは、フランデレ
ン、ブラパントの重要な都市を陥落させ、その支
配下に置き、他方で、北部の 7州の連邦議会が最
高の意思決定機関として設置された。 1588年には、
スペインの無敵艦隊がエリザベス女王の下でのイ
ギリスに敗北した年でもあったが、オランダに
とっては、北部と南部の分裂が固定化し、北部 7
州でもって「オランダ共和国jの時代が始まった
年でもあった。それは北部7州の独立が実質的に
確立されたことを告げるもので、あった(注(5))。
ただしスペインは新しいオランダ共和国を認め
ようとはせず、 1609年にいたって、ょうやく 12年
間の休戦協定を結び、 1621年に戦争が再開され、
1648年のウエストフアリア条約によって、ょうや
くスペインはオランダの独立を正式に承認した。
しかし実質的にネーデルランドの独立は16世紀の
戦闘によって確立されており、 17世紀に、オラン
ダは積極的に海外に進出し、通商を活発に展開し、
経済的にも文化的にも黄金時代と呼ばれる時代を
作りだした。
3. 4 都市自治の形成と連邦共和国
フランダース地方とは、現在のベルギー西部、
フランス北部、オランダ南西部を含む地域である
が、 14世紀以降、このフランダース地方を中心と
したオランダ地方の諸地域で、北中部イタリアの
フィレンツェやジェノパなどにつぐヨーロッパで
重要な経済的文化的意義を持つ都市が発達して
いった。それは一つには、毛織物を中心とした手
工業が発達したこと、河川や海洋に面した都市で
交易が発達したことにある。ここの商人、あるい
は商工業者、すなわちブルジョワジーは、勤勉に
働いて富を蓄積し、資本を出し合って貿易を行い、
海外へ進出していった。
スペインも当時15世紀以降海外に雄飛したが、
スペインは神聖ローマ帝国のハプスブルク家と姻
戚関係を結び、巨大な帝国を作りあげていった。
この巨大な帝国の支配から独立しようとしたのが、
オランダの商人によって作られた自治都市の連合
であった。当時のパバリア、ブルゴーニュの貴族、
さらに神聖ローマ帝国の領域を支配していたハプ
スブルク家は、これらの自治都市を絶えず支配下
に置こうとしていたが、他方でブルジヨワジーは
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蓄積した富の力で自治を拡大していった。彼らは
封建貴族と時には契約を結び、時には闘い、一定
の経済的な負担をすることによって都市の自治を
確立しようとした。商人による都市の自治を確立
しようとする力と農村地方を支配している封建貴
族の聞には、絶えざる闘争と妥協があった。そう
した闘いの結果、都市の商工業者ギルドは14世紀
頃にはすでにかなりのレベルの経済的影響力を獲
得するにいたっていた(注 (6))。
スペインは封建的な領主の力をパックにアメリ
カ大陸の発見以降、中南米を植民地として獲得し、
そこで産出される銀を持ち帰り、本国の繊維製品、
特に毛織物を交換し、富を蓄積していった。とこ
ろがスペインで生産される毛織物だけでは足りず、
スペインの商人はフランダースやイギリスで生産
される毛識物を輸入するようになった。これがオ
ランダやイギリスの商工業を発達させる結果をも
たらした(注 (7))。
こうした勤勉なオランダの商人にとって、プロ
テスタントの教義は、抵抗なく受け入れることの
できるものであり、カトリックの帝国を建設しよ
うとするハプスブルク朝スペインとはイデオロギ
ーの上でも対立するようになった。スペインの独
立戦争におけるオランダ自治都市連合の勝利は、
勃興しつつあった都市の商工業者の勝利でもあっ
た。
1585年、ユトレヒト同盟に参加していた14世紀
以来の商工業の中心地であったアントウェルベン
(Antwerp，オランダ語で、はAntwerpen)がスペイ
ン軍の猛攻によって陥落して以来、この都市で取
引していた商人はアムステルダムに亡命し、その
後アムステルダムが世界的貿易都市として繁栄す
るようになった。
オランダ連邦共和国は、 7つの州邦のゆるやか
な連合体で、あって、 7州の州議会の代表者各 1名
をもって連邦議会が構成されていた。諸州に共通
する軍事・財政・外交に関しては、連邦議会が主
権を持っていたが、実際にはホラント州が財政の
大半を負担し、従って強い発言力をもっていた。
オランダという名称はこのホラント州に由来する。
7つの州邦はそれぞれの議会を持っていたが、ナト|
議会はその州邦の都市によってリードされていた。
なかんずく最大の商業都市であるアムステルダム
の影響力は大きかった(注(8))。都市は市参事会
によって運営されていたが、多くの都市において
参事会員は終身制であった日その結果、富裕な商
人の門関政治を生み出したが、それにもかかわら
ず自治都市の長い伝統は都市に地方自治と民主主
義を定着させていく歴史的な伝統を作りだしたと
思われる。
有名なレンプラントの「夜警Jは前に述べたご
とく 17紀のオランダの黄金時代といわれる時期に、
オランダ共和国の首都アムステルダムで生み出さ
れた作品であるが、「夜警Jという題名は18世紀に
なってからつけられた通称であり、原題と思われ
る王立美術館のカタログには詳しく「隊長フラン
ス・パニング・コックと副官ヴィレム・ファン・
ライテンビュルフに率いられたー隊」と記されて
いる(注 (9))。すなわち商人によって組織された
市民軍にほかならない。商工業者が政治、軍事の
主人公であり、自ら市民軍を組織し戦ったことを
示すものでもある。これは商工業者の自治が堺で
部分的に実現しかかったのを例外として、結局市
民(ブルジョアジー)が政治の表舞台に立つこと
がなかった日本とはまったく異なっていることを
示すものである。
3. 5 黄金時代の探検家・科学者・芸術家
17世紀はオランダの黄金時代で、海外に植民地
を拡大し急速に富を蓄積した。それを背景にすぐ
れた人物を輩出した。その文化はヨーロッパに、
そして世界に大きな影響を与えた。この時代にオ
ランダで、 2. 2と重なるが世界的な探検家、科
学者、芸術家そして哲学者などを生み出した。
アベル・ヤンソーン・タスマン(1603-1659)は、
かれの名にちなんでつけられたタスマニア諸島
(オーストラリア南西の諸島)とニュージーランド
を発見した。そしてオーストラリアを一周し、そ
れが島であることを確認した最初の人物であった。
ウイレム・パレンツ(1550-1625)は、北東への航
路を探りつつ、ロシアの北部を航海した最初の人
物であった。パレンツ海(北極海の一部でノル
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ウエーとロシアの北にある)はかれの名にちなん
でつけられたものである。ヘンリー・ハドソン
(1565・1611)は、オランダへの北西の航路をたど
った探険家でニューヨークのハドソン河は彼の名
にちなんでつけられた。前言したように世界を航
海したオランダのリーフデ号が日本の豊後(大分
県)に1600年4月漂着したのは有名な話である。
クリスチャン・ホイヘンス(1629-1695)は、オ
リオン星雲を観察し発見した最初の人物であり、
また世界で最初の正確な振り子時計を考案した人
物でもあった。かれのつくった時計はそれまでの
どの時計よりも正確で、あったとされている。アン
トニ・ファン・レーウェンフック (1632-1723)は、
顕微鏡の研究の父といわれている。かれは血液の
細胞を発見した。
国際法の父とされているフーゴ・デ・フロート
(1583・1645、日本ではグロチウスとして紹介され
ている)は1625年に「戦争と平和の法J(原題は、
De jure beli ac pacis)と題する論文を公刊した。
汎神論で有名な哲学者パルフ・デ・スピノザ
(1632・1677)は、ポルトガル系ユダヤ人の息子と
してアムステルダムに生まれ、自然に存在するす
べてのものに神が宿っているという学説を展開し、
世界に大きな影響を与えた。
文学の分野では、ちょうどチョーサーやシェイ
クスピアがイギリスの文学の礎石とされているが、
17世紀のオランダでは、ヨースト・ファン・デ
ン・フォンデル (1564-1616) とピーテル・コルネ
リソーン・ホーフト (1581-1647)が当時のオラン
ダの代表的な詩人であり劇作家で、あった。
オランダの黄金時代のもっとも偉大な芸術家は、
さきにのベたレンプラント・ファン・レイン
(1606・1669)である。彼は、肖像画から風景画、
そして歴史にちなんだ室内画など多岐にわたる優
れた作品を数多く生み出した。もちろんレンプラ
ント以外にも、当時のオランダは、ヤン・ステー
ン(1626-1679)、イサーク・ファン・オスターデ
(1621-1649)など数多くの優れた画家を輩出した。
さらに歴史的な伝統をもっ干拓、排水、築堤、
などの土木・水利技術や風車を利用する製材鋸な
どの工作技術も発達し、商業における取引所、銀
行、株式会社も確立され、商業簿記、保険、商業
通信なども発達した。寛容にして自由であると同
時に、実際的な能力を持つオランダの国民性がこ
のような環境で形成された。
イギリスの歴史家、ジョージ・ M ・トレベルヤ
ン(1876・1962)は次のように述べている。「この
小さな共和国は、 1600年から1650年にかけて、周
囲が野蛮な戦火と破壊の最中にあったにもかかわ
らず、その領土を安全に保持し、オアシスのよう
な繁栄を作りだした。この時代のオランダは、科
学や芸術の分野においては人類のリーダーであり、
繁栄と啓蒙を保持した一つのコミュニティ(小さ
な国家)における経済人や政治家の生き方の実例
をわれわれに示してくれている。J(注(10)) 
このような文化が生み出されるためには、それ
にふさわしい土壌があったはずである。それは自
由の保障であり、自治の精神であった。この時代
のオランダでは、寛容の精神が前面に出た。オラ
ンダはすべての人々に開かれていた。政治的、宗
教的な自由は保障されており、フランス人やワロ
ン人(ベルギー南部の人々)のユグノー(フラン
スで広がった新教徒)であろうと、 ドイツのルタ
ー派の新教徒であろうとポルトガルのユダヤ教徒
であろうと、ピルグリム(清教徒)であろうと、
アメリカのクリスチャンであろうと、すべて人々
はオランダでは自由に信仰し生きていくことがで
きた。出版物の検閲はほとんどなかった。これは
17世紀のヨーロッパにあっては、希有なことで
あった。他国では出版できない書物がアムステル
ダムで出版された。それが再び他国に密輸出され、
そのあげくに発禁になった(注(11))。
3. 6 衰退と市民革命
オランダの国力は、黄金時代の17世紀前半が終
わる頃から衰えの兆しを見せていた。 18世紀に
入って、スペインのカルロス 2世が死去し、スペ
イン継承戦争(1701-1714)に巻き込まれたオラン
ダの国力と経済力は下降をたどった。さらに18世
紀にはフランス、オーストリア、イギリスといっ
た強固との戦争を余儀なくされた。オランダに代
わってイギリスとフランスがヨーロッパの強国と
62 総合都市研究第83号 2004
なり、オランダはこうした強固にはさまれた小国
の悲哀を経験するにいたった。オランダ経済の基
礎であった海上貿易と海運業はイギリスとフラン
スに凌駕され、オランダの毛織物業も衰退した。
かつて進取の気象をもっていた商人は門閥化し、
実業を棄てて土地を購入し、外国の公債を買って
金融や利子で生活するようになった。貧富の差が
拡大し、一方では怠惰と賛沢に慣れ、他方では民
衆は貧困と失業の脅威にさらされた。
都市の自治は門閥の寡頭政治に堕し、共和国は
事実上それぞれの州邦に分解した。精神的沈滞と
無気力がオランダをおおった。こうした状況のな
かで、新しい産業資本の形成につながる市民の民
主派の政治運動が起こってきた。オーストリア継
承戦争 (1740-1748)に際して、フランス軍はゼー
ラントを攻撃したが、オランダの都市の市民軍団
は民衆運動を展開し、ウイレム 4世を総督にすえ
て戦った。民主派は門閥市民を排除し、一般市民
の政治参加、税制の改革、総督の権限強化などを
要求した。これは近代中央集権的国家の形成につ
ながる要求であった。民主派はフランス啓蒙主義
の影響を受け、愛国党を組織し、しだいに急進化
していった。 1785年ころに、愛国党は武装化して
革命的情勢をつくりだしたが、ウイレム 5世は革
命を恐れてハーグを脱出し、総督夫人のプロイウ
セン国王が援軍を派遣し、オランダはプロイセン、
オーストリアの支配下に入った。
しかし1789年フランス革命が勃発し、まずベル
ギーでこれに呼応する革命が起こって、オースト
リア軍を打ち破った。ブラパント革命である。オ
ーストリアとフランスの攻防のなかで、 1795年フ
ランスはベルギー・リエージュの併合を宣言し、
フランスの統治下におかれた。オランダにおいて
も、 1794年、フランス軍がイギリス、オーストリ
アの同盟軍を破って勝利を収め、オランダの諸外|
はフランスの支配下におかれた。総督のウイレム
5世はイギリスに亡命し、諸都市の愛国党は一斉
に蜂起した。革命委員会は州議会への市民代表を
選出して従来の門閥市民を追放し、人権宣言を発
布し、身分制と総督制の廃止を宣言した。ここに
オランダ連邦共和国は終わりをつげ、パタヴイア
共和国(1795-1806)の時代に入った。
新国家は上下両院制を敷き、州主権、領主権、
都市特権、ギルドを廃止し、 8つの県を置いた。
さらに内国消費税の廃止、全国単一の財政制度の
確立など、近代中央集権国家の確立にむけて道を
開いた。中世的な自治都市の連合、門閥寡頭制か
ら近代的な統一国家へと新しい国づくりが始まっ
た。しかし1806年にナポレオンは弟ルイをオラン
ダ国王に任命し、オランダ王国を建設し、オラン
ダをフランスに併合した。これに対して、 1813年、
ナポレオンがライブチッヒで大敗するや、オラン
ダ各地で市民の蜂起が起こり、イギリスに亡命し
ていたウイレム 6世を1814年に新しい主権者の地
位につけ、新しい憲法を採択した。ナポレオン戦
争が終結して後、イギリスとプロイセンは、フラ
ンスの防壁として、ベルギーとリエージュをオラ
ンダに併合することを望んだので、ベルギーを統
合して、ここに新しいネーデルランド王国が誕生
した。ウイレム 6世は、ネーデルランド国王ウイ
レム 1世として、新しく即位した。
こうしてオランダは中世的な制度を脱却して近
代統一国家を確立し王国という形態をとったが、
新憲法では宗教の自由を保障し、国王はブリユツ
セルとハーグで隔年ごとに統治し、上下両院を設
けて、下院議員は南北55名とすることが決められ
た。しかしベルギー住民の意思を無視した併合に
は無理があり、その後独立への動きが強くなり、
1830年にベルギーが独立し、 1939年にオランダ国王
ウイレムもそれを最終的に承認して、今日のオラ
ンダ(本国)の国家の領域がほぼ確定した(注
(12) )。
3. 7 現代オランダ国家と民主主義
産業革命は18世紀の後半にイギリスで始まり、
ヨーロッパ大陸に波及していった。 19世紀中葉の
数十年はヨーロッパ大陸で、産業革命がすすんだ、時
期であった。 19世紀前半にはフランスにおいて、
そしてつぎにベルギーにその波が波及した。ベル
ギーに続いてオランダがやや遅れて1970年代に
なって、ょうやく急速な工業化がすすんでいった。
ベルギーにおいてはすでに1930年代に石炭業、製
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鉄、機械工業などが発達し、民主主義と自由主義
の原理にたっ憲法が独立後の1831年には制定され まとめ
ていた。
ネーデルランド王国の成立後、ウイレム 1世は、
プロイセン風の啓蒙的絶対君主主義を信奉し、オ
ランダ北部の農業・商業と南部ベルギーの資本主
義的工業を発展させ、道路、運河、鉄道の建設、
株式会社制度の導入、ネデルランド銀行の創設な
ど近代化政策を促進した。しかしオランダとベル
ギーの歴史と文化の差は大きく、ベルギーの独立
後、オランダは漸く 1870年代に産業革命に入り、
急速な工業化の時代に入った。
ベルギーの独立後、ウイレム 1世は退位し、息
子のウイレム 2世がその跡を継ぎ、囲内では自由
主義的な風潮が強まってきた。こうした自由主義
の運動の先頭にたったのは、ライデン大学法学部
の教授トルベツケであり、 1939年に『憲法論』を
発刊して、憲法改正を訴えた。憲法の改正は受け
入れられなかったが、経済政策における自由化は
一歩早く進み、大蔵大臣ファン・ハルの影響によっ
て、穀物の自由化を促進し、保護主義対策を引き
下げた。七かしその後政治における自由化の波が
高まり、 1948年のヨーロッパにおける 2月革命の
影響の下、同年の11月に自由主義的なトルベッケ
の起草した憲法が採択された。この憲法によって、
教育、結社、集会、出版、信仰の自由は保障され、
国王は憲法に従って統治をすべきことが明記され
た。一定額以上の納税者による下院議員、州議会
議員、自治体議員の直接選挙も定められ、この憲
法によって、立憲君主国の制度が確立された。
こうして、 17世紀の黄金時代の都市自治の伝統
と文化を受け継ぎ、 18世紀の停滞を経て、 19世紀
に市民革命を経験し、立憲君主制を確立して、自
由と民主主義を実現したオランダの歴史には民主
主義の厚い層が刻まれており、それらは19世紀か
ら20世紀にかけての労働運動の展開を労働党の結
成、労働党とカルヴイニストとの協力による福祉
国家の建設によってさらにその厚みを加えていく
のであるが、その点についての展開は、また後日
に譲りたい。
オランダを調査して感じるのは、その合理的、
実際的な精神と民主主義と地方自治の厚みである。
それに比べて、日本の場合は地方分権にしても財
政政策にしても、形式的で、絶えず建前と本音が
分かれ、政治がその場しのぎになり、政策の多く
が安易な作文になっている場合が多い。従って日
本の政策を解読するためには、大部分を占める作
文の部分とちょっぴり顔を出している本音の部分
を鋭く区分けする作業がいつも必要とされる。そ
れに比べてオランダの政策文書はほとんどが本音
であると考えてよいようだ。
この違いは一体どこからくるのか。日本の場合、
16世紀の戦国時代を経て、 17世紀には、徳川幕府
による各地の大名への参勤交代と重要な地域の直
轄支配、オランダと中国等を例外とするほほ完全
な鎖国によって、武士階級による政治支配が貫徹
した。
これに対して、同じ17世紀、オランダでは黄金
時代を迎え、商工業者(ブルジョアジー)による
自治都市の統治を確立し、海外に雄飛し、世界的
な文化の花を聞かせた。
もちろんそれは近代的な国家における地方自治
ではなく、中世的な商人の支配による自治という
限界をもっていた。それにもかかわらず、その自
治と文化の伝統はその後の歴史と今日の国民性の
形成に大きな影響を与えたと思われる。地方自治
と民主主義、合理的で実際的なオランダの精神と
社会システムを解明するためには、歴史をさかの
ぼって探究することが必要である。本稿はそのさ
さやかな試みの一つである。
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Between the 17tl and 1伊 century，strong feudal powers of the Hapsburg or the Romanov con-
trolled European countries. However， inthe Netherlands (then called Holland) the merchant class 
started to rule the country from late 16tl century and developed democratic politics. By the mid-17tl 
centt汀y出ecountry's economy prospered and血ea此sflourished.官lemasterpieces by the great 
painter Rembrandt (1606・69). Anatomy Lesson of Dr.引必p"加 d“官leNight Watch" portrayed 
neither kings nor noble men but common people or ordinary citizens. 
At the beginning of 19t1l century， a bad harvest and intemational conflicts forced European 
countries to protect their domestic food supply. They tried to discourage food imports by increas-
ing the rate of customs. Even though peace was restored with the harvest recover， this policy was 
continued to protect farmers' (especially land lords ')担terest.English economist Ma1thus(1766・
1834) supported this policy. However， higher food price made workers' wage too high for industrial 
employers to afford. Another English economist Ricard(1722-1823) criticized the agricultural pro-
tection policy. Consequent1y the British govemment abolished the Com Law in 1846 to allow the 
import of cheaper foreign foods. Since then the British industry developed remarkably supported 
by the cheaper labor cost. 
The Dutch govemment followed this British policy， and not only liberalized food impo此， but 
also tried to expo此 itsagricultural products by cutting down production cost. Dutch farmers 
endeavored to rationalize their agricultural works by 田中andingthe scale of farmland， introducing 
new technology and other means. 
T旧叫ngour eyes to Japan， during this time the Tokugawa feudal regime was taking the .isola-
tion policy and paid no atiention to the world food market. Its economy then was self引Ifficient.
Even after the Meiji Restoration of 1868 a traditional family-based u1tra-small scale (average 3 
acres) rice production supported the rural system， and farmers tried to increase rice production by 
hard work and intensive cultivation with the financial aids from the govemment. 
Eventually， Japan's rice price has become significantly higher than intemational prices. 
However， by following the Malthus出eory，the govemment increased the rate of customs to dis-
courage the import of cheaper foreign agricultural products (especially rice). Urbanization then 
spread to these rural areas furth 
